
～目黒区は２０５０年のゼロカーボンシティの実現を目指します～ 

 

近年、地球温暖化の進行により、世界的に気象災害が頻発し、我が国でも台風

や集中豪雨による深刻な被害が発生しています。 

地球規模の気候変動に対応するため、令和３年５月に改正された地球温暖化

対策推進法では、２０５０年までの脱炭素社会の実現が明記されるとともに、地

方公共団体が定める地球温暖化対策の実行計画に、施策に関する目標設定を追

加することが、義務付けられました。 

また、令和３年１０月３１日から１１月１３日までの期間、イギリスのグラス

ゴーで開催された国連気候変動枠組条約第２６回締約国会議、いわゆるＣＯＰ

２６では、「産業革命前からの世界の平均気温上昇を１．５℃に抑えること」が、

世界共通の目標として位置付けられました。 

目黒区はこれまで地球温暖化対策地域推進計画に基づき、令和２年度（２０２

０年度）の二酸化炭素（ＣＯ２）排出量の目標を平成２２年度（２０１０年度）

比７％削減として取り組んできました。しかし、２０５０年の二酸化炭素（ＣＯ

２）排出量を実質ゼロとするゼロカーボンシティの実現の重要性に鑑み、さらな

る取組が必要不可欠です。 

そうした状況を踏まえ、目黒区は、２０５０年のゼロカーボンシティの実現に

向けた様々な取組を、力強く推進していくことを表明します。 

ゼロカーボンシティの推進に当たっては、「目黒区環境基本計画」及び「目黒

区地球温暖化対策地域推進計画」の改定を一体的に進め、具体的な推進策及び実

現に向けたロードマップを策定していきます。 

具体的な取組に際しては、目黒区役所が率先垂範して脱炭素化に取り組むと

ともに、区民、事業者、学校をはじめとする多様な主体に対する周知・啓発を積

極的に行うなど、意識の醸成と相互理解の中で脱炭素社会の実現に向けた地域

づくりを強力に推進してまいります。 
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